
































































































































史料 1：「山一日報（実物版）」昭和 10 年 1 月 9 日水曜日の公債価格欄
（出所）山一證券株式会社「山一日報（実物版）」昭和 10 年 1 月 9 日水曜日版より
120 高　橋　秀　直
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することにより，両市場価格の推移を明らかにする。1925 年から 1939 年まで
7 富田（2006），434 ～ 435 頁。
8 1924 年日本政府は，ロンドン市場において，6 分利付きポンド建て公債及びニューヨーク
市場において，6 分半利付きドル建て公債を発行した（大蔵省，『明治大正財政史』（1956），





両市場価格の推移を観察すると，1925 年から 1930 年代前半までの時期は，
両市場価格のかい離はあまり大きなものではない。一方で，1930 年代前半から
1939 年の時期においては，両市場価格のかい離が比較的拡大していることが観
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大蔵省編纂『明治大正財政史』第 12 巻，1956 年。
富田俊基『国債の歴史』東洋経済新報社，2006 年。
10 Tattara （2003） は，議論を進める中で，パリ市場とミラノ市場におけるイタリア政府発行債
券の価格の推移を検討している。
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